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體
寧
ろ
經
織
と
し-て
0
資
本
茧
義
め 

A
部
を
#

ず̂
^
も

©
で
.あ
る
':
°
内
こ
；
.の
觀
泼
は
-4
綠
の
ー
解
釋
存
ー
：
：

(

致
^
な
.い
：(0
:
:で
、
一*
基

礎

：
づ.け

^

れ

ね

ば
.な
&̂
ぬ
。
こ

の

♦か 

,

& く
て
I

理
的
財
政
：の
特
性
を
理
解
す
名
と̂
は
：
出

來

ぬ
」：：(

志

各

波

れ

ば

謂

夕

で

ゐ

ー

る

.々
：が
4-
'
で
ィ』

.i
r
p

ぼ
資
本
主
義
と
合
理

.的
^
;
^
.
名
の
.产
的
關
聯
を
更
ら.に
纖
波
す
.る
。
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般
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.化
<0
蓮
命
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.決

す

名

傅

統

主

義

か

ち

合

理

举

：の

.

.移
行
の
本
質
を
;>
そ
’.れ
ま
で
.習
慣
と
a
襲
と
に
蔽
は
.れ
..て
ゐ
た 

合
迦
性
_

養
的
な
«
调
':に
達
^
、
；
而

し

ヤ

承

笫

に

行

還

：
全

領

域

を

占

據

し

た

..こ
と
の
中
に
認
め
る̂
^
^
彼

れ

に

：
從$

»
こ
の
：

c

的 

變
如
は
顧
濟
生
活
め
發
展
に
ヾ
ぉ
い
て
、
市
場
經
濟
め
發
展
及
び
こ
れ
:<
?
:結
び
付
く
全
經
濟
の
訐
量
的
遂
行
と
合
致
す
る
。
翌

⑩
濟
の 

诗
代
に
お
い
ハ
て
は.經
濟
行
爲
':
^

«
人
靜
勞
(?
>
量
的
な
: #

價
な
し
に
傳
統
的
に
遂
行
せ
ら
れ
た

0

 

-經
濟
が
全
.く
交
換
を
目
當
て
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す
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と
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に
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，
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と

，
の
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評
®
が

中
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間

顧
^
^
 ̂

:: 「

合

理

的
」
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經

濟

奪

あ

る
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先

づ

：
質

妁

.
に

興

る

目

的

寥

貨
胳
た
る
外
的
表
現
を
も
つ
と
こ
，ろ.の
：經
濟
的
デ
ィ
メ
シ
ジ
：;H
ジ
の
：公
分
母
に
造
ヴ
あ
げ
る
も
ぬ
は
彼
れ
で
あ
る
ネ
然
し
市
場
關
係
と 

經

肩

的

デ

：
ィ
メ

.ン
ジ
日
^
に
.お
'け
る
計
量
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<1
:

|び
：|

が
職
業
的
商
業
の|
い
範
圍
.が
6
生

產

の

主

：
要

局
總
ベ
.て
の
經
濟
的
行
爲
に
，浸
透
す
る
と•
、”即
ち
.孤
立
經
濟
の
構
成
が
市
場
經
：濟
組
織
挎
ょ

つ
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て
解
體
す
る
と
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じ
め
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經
濟
へ
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移
行
の
結
规
は
周
紐.の
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ろ
で
あ
っ
て
、
こ
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に
細
論
ずK?.

必

要

は

な

い

。
：
：
：
た

ビ

そ

の

中

で

最

も

1|
:

耍
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f

.の
f

を
擧
ぐ
れ
ば
-
交
換
經
濟
の
I

あ
i

利
衝
動
，が

禱

の
.織
べ
：て
を
包
括
管
家
計
が
ら
引
き
離
さ
れ
、
，結
局
自
立
し 

て
資
本
主
義
.的
な
<
^
七
欢
0
た
こ
^
で
あ
る
o
免

.の
'企
業
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尊
ら
貨
幣
價
値
を
も
給
付
土®
對
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市
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ぬ

お

い

て

自

め

的. 

に
結
び
？
：け
l

i
に
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刹

潤
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得

せ
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と
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貨
幣
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收
入
和
得
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こ
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こ
名
が
總
：ベ■て
.CO「
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じ
な
經
濟
構
成
膨
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す
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强
カ
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政
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濟
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史
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税
國
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財
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な
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土

に

，
ょ

つ

て

ィ

*

ヒ
ト
の.

い
ふ
合
现
的
財
政
と
近
世
資
本
主
義
と
の

'

關
聯
は
明
ふ
か
に
な
つ
た
と
：思
ふ

0

然
し
ゾ
ム
バ
レ
ト
が
旨 

摘
- 1
>

て
ゐ
：
名
％

ぅ

贮

、
近

批

資

本

.

主

義
6 0
.
'

胚

種

：は

旣

：に

中

世

邵

市

に

扣

衫

て

.

認
め
&
れ

今

經
濟
七
^
の
合
迎
的
財
政
と-0
關
係
が
問
題
と
；ぜ
ら
れ
；ね
ば
な
ら
ぬ;:
<
>ノ
ィ
.ネ
.ヒ
’ド
は
無
論
こ
れ
を
：說̂

て

ゐ

，
る

。
--
.
:即
ぢ
謂
ふ
1

;

「

歐 

TSi

の
發
展
，Q
,
M-f
c
.お
い
て
.'
稍
す
は
現
代
0
合
理
的
經
濟
祿
武
の1:
||
|
©で
あ
：.る
:.
0
:
.
故
：に
.財
政
.(0
'
擴

大

も

亦

诚

初

都

市

共

同

體

.̂
中

に 

お
^
て
實
瑰
し
た
.こ
^
偶

然

：
で'#な
，s
vs
1
0
5
 ̂

:

又

謂

：
ふ-

^「

中
：世
及
び
近
世
初
頭
に
お
い
で
、#
建
的
並
び
に
領
主
的
突
配
機
權 

の
克
诹
r>
從
部
の
個
人
的
支
配
關
係
の
、
非
個
人
的
な
、

r
國
家
.理
性
、の.；理
念」

に
む
け
ら
れ
た
政
治
的
權
カ
に
.ょ
る
驅
逐
が
ま
づ
開
始
ざ 

れ
た
/'
p
龙
か
ら
晋
々
は
'か
み
る
政
治
的
構
成
内.

に
. ，#.

い
て
合
理
的
財
政
の
最
初
の
實
現
を
誤
り
&
ぐ
認
め
る
こ
と
が
妣
來
る
け
斯
る
形 

態
の
固
有
性
及
び
限
界
は
、
後
世
：の
大
國
家
權
成
に
比
ベ
て
最
も
重
要
な
る
政
治
共
同
體

'を

有
-L
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
»1
成
り 

狹

小

愈

る

脆

圍

に

ょ

つ

て

決

，定

せ

ら

れ

名

;°
,ぶ
の
限
り
に
おい
て

、

か
'
る
鞲
成
體
は
.猶
ほ『

小
脑
園
の
襁
成
體
の
時
代

』

と
し
て
中
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に
存
し
た
の
セ
あ
るo
:然
し
、.：そ
の
精
神
的
鉴
礎
性
質
に
從
：へ
ば
、
：
其
は
'中
世
が
ら
余
程
進
ん
だ
も
：の
；が
あ
るo-か
く
て
斯
る
權
成
體■ 

(

都
市
.

5

は
古
き
も
の
'̂
.rr
し
き
も
の
も
：朱.だ
解
け
合
は
ず
に
並.#
し
'て
ゐ
名
と
こ
る
の
移
行
現
象
の
典
型
的
，
.な
形
象
を
示
し
セ
ゐ
石
。

」 

か
^
v>
ふ
：仰
象
は
^
の
財
政
の
態
.様
‘に
よ
つ
て
も
亦
確
め
ら
れ.る
^

.今

故

.に
彼
れ
は
^

官
僚
國
家
(0
;
財
政
と
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し
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ゐ
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中
世
都
市
の
財
政
/ . 

v
'
r
.

中
世
來
及
び
近
世
初
頭
ぬ
於
い

」

：て
’、
：
都

市

な

る

名

稱

を

も

：
つ
，
た

政

治

^

同̂
體
は
、
そ
の
經
濟
的
構
造
に
ょ
つ
て
も
ま
だ
政
治
的
' 

社
會
的
權
造
に
ょ
つ
て
も
、

一
個
の
統

『：

的
な
性
質
を
も
.つ
鞲
成
體
.を
示
す
も
の
.で
は
な
い
o
故
に
都
市
は
經
濟
的
に
は
主
と
し
て
自 

足
經
濟
を
行
へ
る
大
村
落
に
異
ら.ぬ
.：
と

い

ふ

意

見

(K.BUCher)

社
會
學
的
に
は「

共
同
社
會」

の
典
塑
讷
な
特
質
を
も
つ
た
_
成
體 

に
す
.ぎ
ぬ
と
い
ふ
見
解

(

x
r
.
H
o:
ロ nies)

は
正
し
く
な
い
。
猶
ほ
ま
た
中
世
に
お
け
る
都
市
に
お
い
て
無
差
別
に
資
本
主

g

の
端
緖
並
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に
社
#
的
•
政
治
的
生
活
の「

科
益
社
會J.

,的
鞲
造
0
ギ
酿
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:發
見
す
る
こ
と
抓
卽
來
る
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ふ
の
も
^
 ̂

雜
多
な
る
經
濟
的
機
媾0
:諸
都
市
が
並
#
し
て
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づ

た

と

謂

は

.ね
ぱ
な
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ぬ
デ
ぞ
0:
最
1も
重
耍
ぎ

農
業
都
市
y
地
方
的
に
結
合
せ
る
販
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を
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つ
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業
都
市
、
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出
.

h

業
都
市 

>
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都
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が
あ
夕
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し
く
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會
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な
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石
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だ
か
ら
、
中
世
都
市
の
財
政
を
金
般
に
苴
：

.つ
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す
る
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來
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气
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濟
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も
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。
：
_

.農
業
都
市
^
お
5
て
は
，
從
來
の
領
主
的
財
政
形
態
ぱ
そ
れ
本
質.に
：
お
：
い

て

猶
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都
市
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財
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理
的
財
政
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く
る
が
、
然

麵
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範

圍

麗

小
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場
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類
型
を
構
成
し
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崁
世
國
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が
坐
誕
ず
る
に
及
ん
で
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的
寨
態
は
完
全
に
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し
た

o

從
つ
て
、
合
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の
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を
も
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つ
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猜
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總
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ベ
彼
れ
の
財
政
社
會
學
の

g

黴
は

M

現
象
に̂

时
為
勢
力
女
强
調
し
て.

尤
れ
を
國
象

.<
|

:

顧
_

め
；
歲

合

忆

見

出

さ

ん

と

す

：
る
：：
點

，
で

'
あ 

る
5

然
七
か

1

政
治
カ
の
認
識
は
旣.

.に
ガ
；
ス
：
ネ
ン

」

,

ジ
f

ズ
に

I

十
曆
具
體
的
に<f

e

: l
>

#

げ
あ
れ
て
ゐ
る
。
へ
た
戈
ズ
ル
タ
ン
：は 

知
識
社
會
學
に
舉
い
て_

で
れ

.

：を

労

法

論

的

に

^

明

し

：、
；

.

：
旦

つ

後

期

資

木

生

義

下

に

：

4

付

る

費.

の: #

殊

な

噫_

^

.

分

析

す

：る
^

$
:

ふ

，に

す

茗

な

い

9

併
お
乍
ら
、.

こ
の
，

^

^

i
g

蕋
礎
づ
け

.

が
財
政
社; #

舉
の
鹿

_

と

じ

，
：
て

役

立

^

こ

と

淑

無

論

，
で
あ

る(
0
0
。

旣
に
述
ベ
た
や
う
に
、
財
政
社
會
學
は
ゴ
オ
ル
ぷ
シ
ャ
イ
ド
に
ょ
つ
て
1
0の
方
向
を
指
示
さ
れ
た
と
い
ふ
だ
け
で
あ
つ 

て
、
未
だ
科
學
的
構
造
を
も
っ
こ
と
が
な
か
つ
た
。
こ
れ
が
財
政
學
に
お
け
る
一
個
の
理
論
體
系
た
る
た
め
に
は
、
何
等
か
の
方
法
論 

的
蕋
礎
づ
け
が
必
耍
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
イ
ー
ヒ
ト
0
現
象
學
的
財
政
擧
と
ズ
ル
タ
ン
の
知
識
社#
學
的
財
政
學
と
は
ゴ
オ 

ル
ド
シ
ャ
イ
ド
の
指
示
し
た
財
政
社
會
學
の
展
開
と
し
て
充
分
に
役
立
つ
て
ゐ

る

と

謂
へ
る

で
あ
ら
う
。
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1〕
Sultan, Ebenda, ss. 41-65.
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ル
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ム

は

ズ

ル

タ

ン
の
：
理

論
‘を
枇
評
し
て
ゐ
る
が

"

そ
の
關
說
す
る
と
と
ろ
主
と
し
て
彼
れ
の
租
税
學
說
で
あ
る
か
ら
'*
こ
、
で
は
論

及
し
な
か
っ
た
。
た
だ
盛
礎
理
論
に
對
す
る
批
評
の
み
を
あ
ぐ
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る

.0

.
:

1ズ
ル
：
タ

，ン

は

政

治

的

把

持

者

の

鶴

成

意

志

を

認

識

す

.る
た
め
に
如
何
な
る
財
政
社
會
學
的
往
務
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た

0 
•
:
.
然
し
彼

.

れ
は
財
政
社
會
學
上
の
問
題
設
定
と
財
政
上
の
問
題
設
定
と
の
間
の
的
的
關
係
を
組
み
立
て
る
こ
と
に
は
未
だ
恐
ら
く
完
全
に
は
成
功
し
て
思
ら 

ぬ
.,(Finazarchiv, N. F. Ed. I, S. 

1
7
5
.0
と
0

私
は
ズ
ル
タ
ン
の
學
說
が
財
政
社
會
學
の

.

完
金
な
基
礎
づ
け
で
あ
る
と
は
考
へ
ぬ
。
コ
ル
ム
が
說
く
や
う
に
、
個
々
現
象
の
説
明
に
お
い
て
多 

く
の
批
判
さ
る
べ
き
も
の
を
も
つ
て
ゐ
る:0
然
し
唯
だ
、
こ
の
學
說
が
從
來
極
め.て
不
分
明
の
財
政
社
會
學
を
精
極
的
に
恶
礎
づ
け
る
點
で
、
そ 

の
展
開
と
し
て
の
試
み
を
果
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
點
、
イ
エ
ヒ
ト
の
理
論
も
亦
同
樣
で
あ
る
こ
と
、
本
文
中
に
說
い
た
通
り
で
あ 
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